
環 境 ⽅ 針 

                                                                                       

【基本的な考え⽅／理念】  

私たちは、環境問題への取り組みが⼈類共通の課題であり、企業の存続と活動に必須の要件と認識し、主体的に
⾏動します。また、国連で採択されました SDGS、更にカーボンニュートラルの実現に向けたパリ協定への取り組み等を
企業の社会的責任と捉え、事業活動を通じて気候変動防⽌や海洋汚染をはじめとした各種汚染の予防等に努める
とともに、社会の持続可能な発展に寄与するため積極的に取り組みます。 

                                                                                            

【⽅ 針】 

私たちは、⾃らの活動、商品、サービスのライフサイクルを考慮し、以下の環境⽅針に基づいて事業活動を展開し、 
理念の実現とリスクの回避に取り組みます。 
 

                                               
１．環境関連諸法規等の遵守 

事業活動にあたり、環境に関する法律、規則、その他興和グループの合意した事項を遵守します。 
                                               
２．環 境 保 全 と 汚 染 の 予 防 

A 化学物質の適正管理︓化学物質の適正管理を徹底し、各種汚染の予防に努めます。 
B 脱炭素社会構築への寄与︓気候変動のリスクを認識し、その防⽌に繋がる省資源、省エネルギーに努め、 

脱炭素社会の実現を⽬指します。 
C 循環型社会構築への寄与︓循環型社会の実現を⽬指し、環境配慮設計の推進等を通じて、廃棄物の 

発⽣抑制、リサイクル、再⽣可能原料の使⽤等を進め、資源の有効利⽤に努めます。 
D ⽣物多様性保全への配慮︓⽣物多様性の保全が次世代への責任であることを認識し、持続可能性を脅かす 

⾏為に加担しないように努めます。 
                                              

３．環 境 保 全 型 事 業 の推 進 
 すべての事業において環境負荷を低減させる環境保全型の商品、サービスの開発・提供を⼀層推進します。 
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